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東都生協の紹介

• 東都生協の理念



• 設立 1973年6月10日
• 組合員数 229,937人（201５年3月20日現在）

• 総事業高 321億5,056万円（ 〃 ）

• 供給地区 東京都内、神奈川県、埼玉県、

千葉県の一部隣接地域

• 特徴：単協として活動。



2015年度の事業と活動の柱

「食の未来づくり運動」を進めます。

（１） 国内農業の維持・発展を推進する立場か
ら商品普及や運動に取り組みます。

①「 国産応援」商品の普及で、東都生協内での自給率の向
上を進めます。

② 水田維持や飼料自給率向上を目的に、農業高校リレー
米などの登録促進や米粉・米粉加工品の利用促進、飼
料用米を活用した畜産品の普及を進めます。



飼料用米給与の商品アイテム・産地

商品名 産地 取引先
商品案内に飼料
用米使用の表記

飼料用米
配合割合

備考

茨城県 小幡養鶏・JAやさと なし
千葉県 匝瑳ジーピーセンター なし

ひたち野穂の香卵 茨城県 小幡養鶏 あり 69%
秋川牧園の若鶏 山口県 秋川牧園 なし 20%
千葉のこめ豚 千葉県 コープミート千葉 あり 10% ６０日間
八千代牛 千葉県 千葉北部酪農協 なし 10% ３００日以降

2016年3月現在

産直たまご・産直平飼いたまご ５～10％



利用普及の取り組み ①
2015年5月4回商品案内掲載

ひたち野穂の香卵
10個 711点
6個 290点
合計29万円

※価格は旧価格



利用普及の取り組み ②
2015年11月1回商品案内掲載

• 2015年8月にJA新ひたち

野の養鶏農家の小幡清陽
さんが逝去

・小幡さんの意思「日本人の主
食である米を養鶏にも生か
したい」という想いを継ぎ
「小幡養鶏」として生産を継
続。

• 産直たまごとひたち野穂の
香卵を一緒に掲載。

• これまでのインターネット限
定企画だったが本誌で毎
週企画を実施。1企画あた
り約3倍に。



2009年11月4回供給開始
商品名 産直えさ米たまご６個

189円（税込198円）
新登場5,352点 101万円
2010年3月３回には1,184点

22万円と大幅減少



田植え体験・交流企画

2015年度
■田植え
5月23日(土)
11組27名(うち子供10名）

■収穫
10月10日(土)
5組10名(うち子供4名）



ひたち野穂の香卵利用
推移から見えるもの

• 2015年4月～2016年1月累計データ

鶏卵利用状況
ひたち野穂の香（6個+10個）供給高906万円(前年比108.0％） のべ利用人数37,668名（前年比106.8％）

※10月に値上げがあり。
金額構成比 1.85％にとどまる。利用の広がりは見えず・・・

【参考】平飼い産直たまご
近年は利用伸長が続く。価格は高いが近年、利用の広がりを感じる。
平飼い産直たまご（6個+10個） 供給高 7,213万円（前年比108.0％）

利用人数202、511名（前年比107.6％）
金額構成比 14.72％

2014年度 2015年度 前年比
商品名 利用金額 利用人数 アイテム数 利用金額 利用人数 アイテム数 利用金額 利用人数 アイテム数

【ネット限定】ひたち野穂の香卵　６個 \647,520 4,001 36 \354,400 2,199 18 54.7% 55.0% 50.0%
ひたち野穂の香卵　１０個　　　　　　 \4,899,700 18,329 44 \5,160,604 18,975 44 105.3% 103.5% 100.0%
ひたち野穂の香卵　　６個　　　　　　　 \850,886 5,379 8 \1,513,046 9,024 26 177.8% 167.8% 325.0%
登録ひたち野穂の香卵１０個　　　　　 \2,003,001 7,561 44 \2,041,803 7,470 44 101.9% 98.8% 100.0%
総計 \8,401,107 35,270 132 \9,069,853 37,668 132 108.0% 106.8% 100.0%

平飼い産直たまご6個277円（税込299円）
平飼い産直たまご10個443円（税込478円）



ひたち野穂の香卵の利用構成比が
伸長しないのはなぜか

１、他の産直たまごと比べ、商品価格が高い
■産直たまご10個227円（税込245円） 本体価格で50円差

２、好みがわかれる黄身の色（レモンイエ
ロー） 、食味（あっさり）
■「味がしない」の声も

３、国産の飼料自給率を向上させる意義を
伝える努力が不足

■「熱男！」になりきれなかった？！



ひたち野穂の香卵の利用を伸ばすために

１、取組み意義を伝える機会を増やす。

２、「色」の違いだけでなく、「味」の違いについ
ても、より丁寧な情報提供を実施。

３、利用組合員の「満足感」を知り、伝える。

そして・・・

４、意識し続けてもらうための努力
登録で毎月１回少量でのお届けなど。



最後に。。
その他 豚肉での取り組み例

商品案内掲載

2015年3月4回～2016年1月3回
（4月度～1月度）
千葉のこめ豚実績
66,128,404円、構成比4.1%
（ハム・ソーセージ、ベーコンを
除く精肉および非加熱味付商品）
「休耕田活用」などの日本の農畜
産業応援コメントを掲載すると利用
伸長の傾向。



ご清聴ありがとうございました。


